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１．調査概要・目的

調査対象Ｓ／Ｃ部位
（ﾄｰﾗｽ室滞留水水没部）

研究開発(資源エネルギー庁補助事業「格納容器水張りに向けた調査・補修（止水）技術の開発」)
中のＳ／Ｃ下部外面調査装置について、実機での適用性の確認及び２号機のトーラス室
滞留水に水没しているＳ／Ｃ下部（TS-8）における開口部（φ50mm以上※ ）の有無
の確認を行った。

※ φ50mm以上：止水工法の追加検討が必要な大きさの目安
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２．調査方法

２号機 実機調査状況
（調査装置の吊り降ろし）

支援装置により調査装置をＲ／Ｂ１階からトーラス室のＳ／Ｃ上部外表面に吊り降ろし、
調査装置をＳ／Ｃ外表面上に走行させながら、水没部のＳ／Ｃ外表面の映像を取得し、開
口部の有無を確認する。

0

（北側）

（南側）

TS-8調査範囲イメージ
（S/Cを下側から見上げた展開図）
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調査装置（東芝製）
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３－１．調査（実証）結果

Ｓ／Ｃ底部外表面の状況（180度付近）

270 90

0

支援装置による調査装置のＳ／Ｃ外表面への取付け・取外しについては、実施可能なこ
とを確認した。
調査実施範囲において、開口部は確認されなかった。

●

120度

120270

実施範囲予定範囲

●

【補足】水中の視界（前ｶﾒﾗ）は約100～200mm（当初の計画では約350mm）

右カメラ

前カメラ 後カメラ

左カメラ

Ｓ／Ｃ表面

Ｓ／Ｃ表面Ｓ／Ｃ表面

走行跡 ケーブル

●調査装置位置
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090180270

（北側）

（南側）

３－２．調査結果（線量関係）

Ｓ／Ｃ底部外表面のモニタのノイズ状況

270 90

0

調査装置がS／C底部へ移動するに従い、モニタ画面上に線量の影響によると考え
られるノイズが増えていく状況をを確認。

モニタ映像のノイズの状況を確認し、放射線量の評価を行ったところ、Ｓ／Ｃ底部
で線量が高くなる傾向を確認。

①

③

実施範囲予定範囲

ノイズが多く
なる範囲

約4Sv/h＊

④

① ② ③ ④

①

②
③

②
ノイズ

浮遊物

ノイズ

浮遊物 浮遊物

ノイズ

浮遊物

ノイズ

約2Sv/h＊

約0.3Sv/h＊

④

系統吸込口

＊：数値はノイズ状況からの放射線量評価値
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４．調査の実施範囲について

090180

（北側）

（南側）
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120度

調査装置

ケーブルが水中にあ
るため、たわみの状
況は推定。

調査装置の落下点

予定範囲 実施範囲

当初計画では、調査予定範囲を全面走査する計画であったが、以下の理由により、
実施範囲は、予定範囲の一部となった。

調査装置がＳ／Ｃの『約120度』の位置近辺で、繰り返し落下した（３回）ため
、Ｓ／Ｃ外周側の約９0～120度の範囲の調査ができなかった。（原因調査中）

当初の想定よりも、浮遊物等により水中での視界が悪かったことなどから、調査
時間をより要したこと。
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５．今後の課題

今回の未実施の範囲と残り（15ベイ）のＳ／Ｃ下部調査にあたって

は、以下の課題がある。

Ｓ／Ｃ外表面の約120度近辺の位置から調査装置が落下するため、

原因究明及び調査装置の改善が必要。（現在、工場での原因究明作業実施中）

Ｓ／Ｃ底部の放射線量が高いことが推定されるため、調査装置の線量

対策の必要性を検討。

水中での視界が悪く、調査期間が長くなることから、調査計画の見直

しを含めた検討が必要。
想定調査期間（最短）：８日間（１ベイ）⇒実証試験結果からの想定期間（最短）：16日間（１ベイ）

水中の視野を約350mmで計画。実証試験では約100～200mm程度。

上記検討後、残りのＳ／Ｃ下部調査を計画する。
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参考 調査装置の点検作業時の被ばく線量の実績

調査装置に以下の不具合が発生したため点検を実施。
調査装置1号機：前カメラの浸水、調査装置２号機：左側車輪の動作不良

装置点検エリア

約0.05～0.10mSv/h

ＲＷ／Ｂ １ＦＬ

Ｒ／Ｂ １ＦＬ

【調査装置回収時の除染方法】

回収時、調査装置に散水し、付着物の
除去を実施。

【点検時の装備】

タングステンベスト・カッパの着用、
ゴム手の３枚重ね、厚ゴム手の使用を
実施。

4名

4名

作業員

0.79 mSv／日

0.84 mSv／日

最大被ばく線量（γ）

γ：12 、β：280 mSv/h

γ：10 、β：270 mSv/h

回収時の調査装置の線量

約5時間（1日間）
調査装置

１号機

約14時間（３日間）
調査装置

２号機

作業時間点検対象

装置回収エリア
約5.0～5.5mSv/h

２号機作業エリア空間線量率

本部（遮蔽ハウス、ヤード）
約0.15～0.20mSv/h


